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主論文 
Human knee joint sound during the Lachman test: Comparison between 
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ヒトの健常膝 60 例と ACL 損傷膝 24 例に対して、Lachman テスト時に発生
する関節音をマイクロフォンで検出し、高速フーリエ変換により比較検討した。
定量的指標として、相対的最大振幅(最大音圧)を示す音の音圧 dB と周波数 Hz
を使用した。 
Lachman テスト時に発生する関節音は、ヒトの健常膝に比して ACL 損傷膝
の音圧は小さく周波数は高かった。reference range を健常膝の周波数を用いて設
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